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運営機構概要

１．施設の概要

本館 展示室 別館

敷地面積 ５，１５３㎡

建物（鉄骨２階） ７９９．７４㎡ （１階５８８．９２㎡、２階２１０．８２

㎡）

平成８年１０月 加納溥基氏によって開館。平成１４年４月広

瀬町に寄贈。以後、個人経営から「加納美術振興財団」に委託運営。平成１５年

２月２８日博物館法（昭和２６年法律第２８５号）第１２条による登録。登録番

号１４号（県教育委員会文化財課県告示１号）。他に別館として加納二郎氏所有

地に「莞蕾館」２６０㎡がある。

令和３年６月安来市による、温湿度管理可能な収蔵庫を館内に新設、また壁の耐

火性補強、エレベーター交換、ユニバーサルデザインの採用等の改修工事が行わ

れた。

２．収蔵作品

・備前焼 ５３０点

古備前（明治時代以前） ４４点

人間国宝（５名） ２９０点

岡山県指定重要無形文化財保持者（１５名） １９６点

・その他の陶器 ２７６点

・絵画（水彩・軸絵） ７２点

・郷土作家 １８６点

総計１，１８３点（一部加納二郎氏所有の「加納莞蕾の作品」も含む）

３．運営事業

開館時間 午前９時から午後４時３０分（ただし入館は午後４時まで）

休館日 毎週火曜日（祝日の場合は翌日）、他に展示替えによる休館あり、

年末年始

入館料 一般１，１００円 、団体（２０名以上）９００円

学生（高校生以上）５５０円

その他、各種割引サービスあり
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４．財団の概要

（１）設立等

設立 財団法人加納美術振興財団設立許可 平成１４年３月２９日

登記 財団法人加納美術振興財団設立登記 平成１４年４月 ８日

認定 公益財団法人への移行認定 平成２４年３月２３日

登記 公益財団法人加納美術振興財団設立登記 平成２４年４月 １日

（２）変更に関する事項

理事就任、退任に伴う登記 平成１６年７月１６日

理事就任、退任に伴う登記 平成１７年７月１２日

理事就任、退任に伴う登記 平成１８年４月２０日

理事就任、退任に伴う登記 平成２１年２月１０日

理事就任、退任に伴う登記 平成２１年６月１２日

評議員退任に伴う登記 平成２５年６月１２日

役員任期満了による改選登記 平成２６年６月１６日

評議員死去に伴う登記 平成２７年１１月３０日

役員任期満了による改選登記 平成２８年６月３０日

定款変更に伴う登記 平成３０年２月１９日

評議員辞任に伴う登記 平成３０年３月３１日

理事任期満了、評議員就任に伴う改選登記

平成３０年７月２０日

役員任期満了に伴う改選登記 ２０２０年７月１５日

役員任期満了に伴う改選登記 ２０２２年７月 ８日

評議員死去に伴う登記 ２０２２年７月 ８日

役員任期満了に伴う改選登記 ２０２４年７月１５日

監事辞任及び就任に伴う登記 ２０２５年７月 ４日

理事死去に伴う登記 ２０２５年７月３０日

５．処務の概要

（１）役員に関する事項

２０２５年度公益財団法人加納美術振興財団役員名簿

理事

氏 名 職 業 住 所 就退任年月日

加納 二郎 重任 ２０２４年６月２２日

加納佳世子 重任 ２０２４年６月２２日

千葉 潮 重任 ２０２４年６月２２日

丹羽野 裕 重任 ２０２４年６月２２日

万波 朋広 重任 ２０２４年６月２２日

清水 幸人 重任 ２０２４年６月２２日
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春日 美由紀 重任 ２０２４年６月２２日

須藤 小夜子 就任 ２０２４年６月２２日

削除 ２０２５年７月１５日

（死亡）

小藤 将之 就任 ２０２４年６月２２日

安部 美幸 重任 ２０２４年６月２２日

監事

氏 名 職 業 住 所 就退任年月日

福原 一義 重任 ２０２４年６月２２日

削除 ２０２５年６月２２日

（辞任）

小藤 昇

前田 浩寿

重任 ２０２４年６月２２日

就任 ２０２５年６月２１日

評議員

氏 名 職 業 住 所 就退任年月日

小藤 貢 重任 ２０２４年６月２２日

武部 信二 重任 ２０２４年６月２２日

長岡 憲夫 重任 ２０２４年６月２２日

松原 利直 重任 ２０２４年６月２２日

村上 正光 重任 ２０２４年６月２２日

上廻 芳和 重任 ２０２２年６月１１日

平原 金造 重任 ２０２２年６月１１日

北川 正幸 就任 ２０２４年６月２２日

（２）役員会に関する事項

区 分 期 日 出席者数 議決（承認）等事項

通常理事会

（第一回）

２０２５年

５月３１日

理事９名

監事２名

・２０２４年度事業及び収支決算報告

並びに監査報告の件

・評議員会の日時及び場所並びに目的

である事項等の件

・役員について

（交流基金実行委員報告）（評議員選定

委員推薦）

（外部監事推薦）（外部理事推薦）

・財団職員就業規則について
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定時評議員会 ２０２５年

６月２１日

評議員６名

監事 １名

理事 ４名

・２０２４年度事業及び収支決算の承

認について

・評議員選定委員、外部監事、外部理事

の選任について

通常理事会

（第二回）

２０２５年

１１月２９

日

理事７名

監事１名

・（株）ウエスコホールディングス第１

２回株主総会について

・報告事項

２０２５年度上半期事業及び収支経

過報告

・１１月～最低賃金改定による職員時

給 UPについて

通常理事会

（第三回）

２０２６年

３月１４日

理事９名

監事２名

・２０２６年度事業計画案及び収支予

算案について

・任期満了評議員２名の推薦について

・任期満了に伴う理事候補の推薦につ

いて
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2025 年度事業報告

《方針》

当館は、地域の美術と文化を発掘し、振興を図るとともに、画家加納莞蕾の平和思想を広く広

める活動を行う。

目的

美術館を運営し、美術工芸品の展示公開、調査研究等を行い、

合わせて芸術鑑賞の意識を高め、地域に根ざした芸術文化の発展に寄与すること

を目的とする｡

事業内容

（１）美術館の管理運営

（２）美術館資料の公開、保管、展示

（３）美術館資料に関する調査研究、講演会、研究会等の開催

（４）芸術鑑賞の意識を高め、「画家加納莞蕾の目指した恒久平和へ向けての思い」を

ベースに地域芸術文化の発展に寄与するための事業

（５）その他この法人の目的を達成するために必要な事業

Ⅰ 独自事業

1. 加納莞蕾とエルピディオ・キリノの思想・業績を広く世に伝え、また、次世代へとつなぐ。

① 加納莞蕾と外国の要人や機関との往復書簡を安来市の文化財として指定する

ことに向けた活動

→ 7/24 安来市指定有形文化財に指定された。

指定記念事業として、3/8 講談師・玉田玉秀斎さんの公演、広島市立大学永井

均教授の講演会を市教委と共催し、約 100 人が参加した。

② ユネスコ「世界の記憶」登録再申請のため発信に努めるとともに、下記の各機関

の協力を得るなどして、機運を醸成する。

島根県、安来市、安来市教育委員会等の関係部局

島根大学ほか、大学などの学術機関（研究活動）

平和に対する活動をしている諸団体

フィリピン国内の関係諸団体

→ ①の安来市有形文化財の指定を受けたことにより、次のステップへ向けた活動

に入る。

③ 学校（児童・生徒）、交流センター、また地域内外の各種団体への講演活動

→ 講演の依頼を受けて、市内及び市外（県外）の学校、各種団体への講演を

21 回行った。 （別紙 1）

④ バーチャル展示により、加納莞蕾の思想・業績について、オンラインで公開を目指

す。 → 引き続き企画を進める。
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2. 美術品の修復及び購入

①加納莞蕾（辰夫）の作品について

→ 「紫陽花」１点の修復（市備品）が市負担で行われた。

作品購入は 2025 年度は行わなかった。

3.「加納莞蕾平和国際交流基金」の運用 → （別紙 2）

4. 加納美術館での企画展を実施した。

企画：三つのキーワードをもとに立案し企画展を行った。 （別紙 3 と 4）

① 平 和 ②地域性と地元出身作家 ③収蔵品活用

② 入館者は、9,155 人、入館収入は 6,081 千円 だった。（別紙 5 と 6）

Ⅱ 委託 事業（指定管理 2023～27年度）

1. 安来市加納美術館の運営全般（安来市より委託）

・市条例に基づき管理・運営。

・収蔵品を活用した展覧会開催。

・施設・設備の管理   

→ 2026 年 1/6 に発生した地震により、玄関（館内側内側ドアも含む）の通用口扉

が下がり、開きにくくなっていたが、市の負担で修繕された。

        また、D 展示室の展示ケース内の天井部分に不具合が発生し、市の負担で

        修繕された。

        館内の展示室内、廊下の壁のクロスに罅割れ、剥がれ、館外の壁に罅割れ等

        があり市へ報告しているが、まだ修繕には至っていない。

        館の公民館側の窓に日よけ用のサンシェードを設置しているが、強風により

破損し、市で修繕した。

（Ⅰ・Ⅱの共通項目）

① 資料の収集・保存について

作品修復を適宜行う → 2025 年度は「紫陽花」修復。

寄託・寄贈作品の受け入れを行う → 預かり品のみ

デジタル台帳（データベース）を完成させ、活用する

→ データベースは引き続き入力中。

② 調査研究について

デジタルデータベースを活用する

→ 加納辰夫文書のデジタルデータベース化を開始した。

他機関（博物館、美術館等）と相互協力

→ 2026 年度展示のため、笠岡市立竹喬美術館、河井寬次郎記念館等と協議を

始めた。

③ 展示について

常設展 加納莞蕾展 通年展示する

→ 文化財指定を受け、10 月～4 月初まで加納辰夫文書の実物の展示を行った。

収蔵品展 随時もしくは企画展に合わせる

→ 備前焼のうち、細工物を特集しての展示をした。
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④ 教育普及：下記を適宜実施する

対話型鑑賞会「アート de トーク」

→ 各企画展ごとに開催した。加納美術館ならではの教育活動として定着した。

講演会

→ 各企画展ごとに開催した。

戦後８０年をキーワードに莞蕾の活動について学ぶ連続講座（莞蕾講座）を４回

開催した。（のべ 108 人参加）

ワークショップ → 広瀬絣の着付け体験

名碗を愉しむ会、喫茶去 → （別紙 7）

アウトリーチ（出前授業・出前展示） → 別紙 1

バーチャルミュージアムの構築を検討する。

→ 具体的な検討には及ばなかった。

データベースを活用した音声ガイドを実用化する。

→ 安来高校の協力を得るところまでは話を進めたが、具体化は持ち越し。

市内中学校の生徒に向けた「平和学習」や、入館のお客様への説明を行った。

（別紙 8 と 9）

⑤ 地域連携

市内各施設や、文化協会、しまねミュージアム協議会などアソシエーションと強く連

携する

→ それぞれの会議などに参加した。

⑤ 観光振興

市や県の観光協会や各部局との協力と連携する。

観光のための商材として位置づける。

→ 情報提供を行った。

多言語対応は AI を活用することを試した。（パネル他）

⑥ 福祉

障がい者対応などにつとめる。

→ 車いすの修繕をして、2 台使用可能とした。

⑦ 広報

紙媒体：ポスター、チラシ、市広報誌「どげなかね」、「美術館つうしん」、新聞広告

→ 美術館つうしんは、企画展ごとに発行した。（4 回）

リーフレット 外国語版（英語・フランス語）の制作 → 具体化には至らなかった。

放送媒体：テレビ・ラジオ CМ 行政告知 企画展や行事ごと行っている

インターネット：公式ウェブサイト、各種 SNS → また、新聞にちらしの折込みを

パブリシティの活用 プレスリリース 行った。（市内全域）

⑨接遇

親しみやすく親切な接遇をひきつづき心がける

おもてなしのお抹茶サービスを実行する。

→ 抹茶の価格高騰などの事情により、番茶でのおもてなしに切替えて実施。

併設レストラン「やまさや」と協力。
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感染症の予防については、引き続き十分に配慮した。

Ⅲ 運営全般

1. 人材の確保

① 次世代の学芸員の確保

→ 2027 年度には 2 人の学芸員補が、学芸員資格を取得できるように準備を開

始した。

② ボランティア、サポーターなどの制度の確立

      → 在布部の理事を中心にボランティアを依頼

        サポーター制度については、具体化には至らなかった。

２. 事業資金の確保

① 各種ファンドの調査と申請に力を入れる

→ 適用されるファンドが見つからなかった。

3．職員

理 事 長 加納二郎（学芸員）、常務理事 加納佳世子（名誉館長、学芸員）

常務理事 千葉 潮（館長、学芸員）

職 員 小藤喜美江、横山あかね（以上２名 学芸員補）、甲斐紗友美

安部美幸

             神 英雄（参与、学芸員）
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法　人　名：公益財団法人加納美術振興財団

（単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　 　減

Ⅰ  資産の部

   1. 流動資産

          現金預金 5,447,191 3,764,818 1,682,373

　　　　　預け金 194,582 175,027 19,555

　　　　　売掛金 32,500 7,000 25,500

　　　　　未収金 0 432,415 △ 432,415

          貯蔵品 5,499,212 5,459,421 39,791

        流動資産合計 11,173,485 9,838,681 1,334,804

   2. 固定資産

     (1)基本財産

          預け金 512,258 512,258 0

          投資有価証券 903,187,100 723,536,500 179,650,600

          定期預金 1,100,323 1,100,113 210

　　　　　普通預金 1,378 1,378 0

        基本財産合計 904,801,059 725,150,249 179,650,810

     (2)特定資産

　　　　　記念碑 3,563,820 3,651,491 △ 87,671

　　　　　国際交流基金積立資産 4,646,379 4,988,094 △ 341,715

        特定資産合計 8,210,199 8,639,585 △ 429,386

     (3)その他固定資産

          建物 2,586,829 2,725,032 △ 138,203

          什器備品 103,978 156,119 △ 52,141

          構築物 51,633 74,196 △ 22,563

        その他固定資産合計 2,742,440 2,955,347 △ 212,907

        固定資産合計 915,753,698 736,745,181 179,008,517

        資産合計 926,927,183 746,583,862 180,343,321

Ⅱ  負債の部

   1. 流動負債

          未払金 1,964,743 2,019,806 △ 55,063

　　　　　未払消費税等 13,800 0 13,800

          預り金 60,845 59,165 1,680

        流動負債合計 2,039,388 2,078,971 △ 39,583

   2. 固定負債

        固定負債合計 0 0 0

        負債合計 2,039,388 2,078,971 △ 39,583

Ⅲ  正味財産の部

　 1. 指定正味財産

          寄付金 80,278,928 69,058,816 11,220,112

          受贈投資有価証券 831,000,000 663,000,000 168,000,000

        指定正味財産合計 911,278,928 732,058,816 179,220,112

　　　　（うち基本財産への充当額） 904,801,059 725,150,249 179,650,810

　　　　（うち特定財産への充当額） 6,477,869 6,908,567 △ 430,698

   2. 一般正味財産 13,608,867 12,446,075 1,162,792

　　　　（うち基本財産への充当額） (          0) (          0) 0

　　　　（うち特定財産への充当額） 1,732,330 1,731,018 1,312

        正味財産合計 924,887,795 744,504,891 180,382,904

        負債及び正味財産合計 926,927,183 746,583,862 180,343,321

貸 借 対 照 表

令和 8年  3月 31日 現在
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法　人　名：公益財団法人加納美術振興財団

（単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　 　減

Ⅰ  一般正味財産増減の部
   1. 経常増減の部
     (1)経常収益
          基本財産運用益
            基本財産受取利息 1,320 22 1,298
            基本財産受取配当金 26,857,800 23,659,900 3,197,900
          基本財産運用益計 26,859,120 23,659,922 3,199,198
          事業収益
            美術館入館料 6,080,850 3,407,900 2,672,950
　　　　　　受取指定管理料 9,395,000 9,395,000 0
　　　　　　その他の事業収益 274,000 219,000 55,000
          事業収益計 15,749,850 13,021,900 2,727,950
          受取補助金等
　　　　　　受取国庫補助金 0 0 0
　　　　　　受取民間助成金 0 0 0
　　　　　受取補助金等計 0 0 0
          受取寄付金
　　　　　　受取寄付金振替額 751,043 3,809,898 △ 3,058,855
　　　　　受取寄付金計 751,043 3,809,898 △ 3,058,855
          雑収益
            受取利息 16,101 4,443 11,658
            雑収益 678,792 1,263,901 △ 585,109
          雑収益計 694,893 1,268,344 △ 573,451
        経常収益計 44,054,906 41,760,064 2,294,842
     (2)経常費用
          事業費
            給料手当 8,409,351 7,507,118 902,233
            賞与 1,116,000 639,000 477,000
　　　　　　役員報酬 4,927,320 4,882,320 45,000
　　　　　　退職給付費用 185,000 167,500 17,500
            法定福利費 1,944,768 1,843,053 101,715
            福利厚生費 6,494 79,238 △ 72,744
            旅費交通費 884,973 994,948 △ 109,975
            通信運搬費 492,632 663,814 △ 171,182
            減価償却費 572,278 327,256 245,022
            消耗品費 374,119 319,434 54,685
            修繕費 84,381 1,284,030 △ 1,199,649
　　　　　　交際費 47,472 53,000 △ 5,528
            光熱水料費 2,504,282 2,811,069 △ 306,787
            賃借料 1,008,160 997,600 10,560
            租税公課 14,000 373,200 △ 359,200
　　　　　　寄付金 30,000 5,005,000 △ 4,975,000
            警備委託費 264,000 264,000 0
            美術館文化活動事業費 11,719,285 8,726,304 2,992,981
            広告宣伝費 1,713,029 1,939,587 △ 226,558
            事務消耗品費 653,951 734,603 △ 80,652
　　　　　　研修費 35,000 60,600 △ 25,600
            設備管理費 1,618,214 1,213,479 404,735
　　　　　　支払助成金 918,301 639,286 279,015
　　　　　　諸会費 92,000 101,000 △ 9,000
            雑費 285,879 491,676 △ 205,797
          事業費計 39,900,889 42,118,115 △ 2,217,226
          管理費
            役員報酬 547,480 542,480 5,000
            給料手当 934,372 834,124 100,248
            賞与 124,000 71,000 53,000
　　　　　　退職給付費用 0 0 0
　　　　　　会議費 72,348 70,906 1,442
　　　　　　交際費 247,500 14,950 232,550
            旅費交通費 209,500 167,000 42,500
            通信運搬費 19,780 16,465 3,315
            光熱水料費 278,253 312,341 △ 34,088
            租税公課 0 0 0
            事務委託費 550,000 550,000 0
            雑費 7,992 16,460 △ 8,468
          管理費計 2,991,225 2,595,726 395,499
        経常費用計 42,892,114 44,713,841 △ 1,821,727
          評価損益等調整前当期経常増減額 1,162,792 △ 2,953,777 4,116,569
          投資有価証券評価損益等 0 0 0
          評価損益等計 0 0 0
          当期経常増減額 1,162,792 △ 2,953,777 4,116,569
   2. 経常外増減の部
     (1)経常外収益
　　　　　　投資有価証券売却益(他) 0 0 0
　　　　　　受取寄付金振替額 0 0 0
        経常外収益計 0 0 0
     (2)経常外費用 0
        経常外費用計 0 0 0
          当期経常外増減額 0 0 0
          税引前当期一般正味財産増減額 1,162,792 △ 2,953,777 4,116,569
          当期一般正味財産増減額 1,162,792 △ 2,953,777 4,116,569
          一般正味財産期首残高 12,446,075 15,399,852 △ 2,953,777
          一般正味財産期末残高 13,608,867 12,446,075 1,162,792
Ⅱ  指定正味財産増減の部
　　　　受取寄付金
　　　　　受取寄付金（指） 301,000 1,005,000 △ 704,000
        基本財産評価益等
          基本財産評価益(寄付金) 15,157,100 6,821,300 8,335,800
　　　　　基本財産評価益(投資有価証券) 168,000,000 58,000,000 110,000,000
　　　　　基本財産売却益 3,533,867 5,806,771 △ 2,272,904
        基本財産評価損等
          基本財産評価損(寄付金) 5,881,793 1,539,476 4,342,317
          基本財産評価損(投資有価証券) 0 0 0
　　　　　基本財産売却損 1,139,019 6,966,779 △ 5,827,760
　　　　　一般正味財産への振替額 751,043 3,809,898 △ 3,058,855
          当期指定正味財産増減額 179,220,112 59,316,918 119,903,194
          指定正味財産期首残高 732,058,816 672,741,898 59,316,918
          指定正味財産期末残高 911,278,928 732,058,816 179,220,112
Ⅲ  正味財産期末残高 924,887,795 744,504,891 180,382,904

正味財産増減計算書

令和7年  4月  1日 から令和 8年  3月 31日 まで
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法　人　名：公益財団法人加納美術振興財団

（単位：円）

内部取引

科　　　　目 美術品の展示公開 共通 小計 共通 小計 法人会計 消去 合計

Ⅰ  一般正味財産増減の部

   1. 経常増減の部

     (1)経常収益

          基本財産運用益

            基本財産受取利息 1,320 1,320 0 1,320

            基本財産受取配当金 24,457,800 24,457,800 0 2,400,000 26,857,800

          基本財産運用益計 24,459,120 0 24,459,120 0 0 0 2,400,000 0 26,859,120

          事業収益

            美術館入館料 6,080,850 6,080,850 0 6,080,850

　　　　　　受取指定管理料 9,395,000 9,395,000 0 9,395,000

　　　　　　その他の事業収益 274,000 274,000 274,000

          事業収益計 15,749,850 0 15,749,850 0 0 0 0 0 15,749,850

          受取補助金等

　　　　　　受取国庫補助金 0 0 0

　　　　　　受取民間助成金 0 0 0 0

　　　　　受取国庫補助金等計 0 0 0

          受取寄付金

　　　　　　受取寄附金振替額 751,043 751,043 751,043

　　　　　受取寄付金計 751,043 751,043 0 751,043

          雑収益

            受取利息 16,101 16,101 0 16,101

            雑収益 678,792 678,792 0 678,792

          雑収益計 694,893 0 694,893 0 0 0 0 0 694,893

        経常収益計 41,654,906 0 41,654,906 0 0 0 2,400,000 0 44,054,906

     (2)経常費用

          事業費

            給料手当 8,409,351 8,409,351 0 8,409,351

            賞与 1,116,000 1,116,000 0 1,116,000

　　　　　　役員報酬 4,927,320 4,927,320 0 4,927,320

　　　　　　退職給付費用 185,000 185,000 0 185,000

            法定福利費 1,944,768 1,944,768 0 1,944,768

            福利厚生費 6,494 6,494 0 6,494

            旅費交通費 884,973 884,973 0 884,973

            通信運搬費 492,632 492,632 0 492,632

            減価償却費 572,278 572,278 0 572,278

            消耗品費 374,119 374,119 0 374,119

            修繕費 84,381 84,381 0 84,381

　　　　　　交際費 47,472 47,472 0 47,472

            光熱水料費 2,504,282 2,504,282 0 2,504,282

            賃借料 1,008,160 1,008,160 0 1,008,160

　　　　　　租税公課 14,000 14,000 0 14,000

　　　　　　寄付金 30,000 30,000 0 30,000

            警備委託費 264,000 264,000 0 264,000

            美術館文化活動事業費 11,719,285 11,719,285 0 11,719,285

            広告宣伝費 1,713,029 1,713,029 0 1,713,029

            事務消耗品費 653,951 653,951 0 653,951

　　　　　　研修費 35,000 35,000 0 35,000

            設備管理費 1,618,214 1,618,214 0 1,618,214

　　　　　　支払助成金 918,301 918,301 0 918,301

　　　　　　諸会費 92,000 92,000 0 92,000

　　　　　　雑費 285,879 285,879 0 285,879

          事業費計 39,900,889 0 39,900,889 0 0 0 0 0 39,900,889

          管理費

            役員報酬 0 0 547,480 547,480

            給料手当 0 0 934,372 934,372

            賞与 0 0 124,000 124,000

　　　　　　退職給付費用 0 0 0 0

　　　　　　会議費 0 0 72,348 72,348

　　　　　　交際費 0 0 247,500 247,500

            旅費交通費 0 0 209,500 209,500

            通信運搬費 0 0 19,780 19,780

            光熱水料費 0 0 278,253 278,253

　　　　　　租税公課 0 0 0

            事務委託費 0 0 550,000 550,000

            雑費 0 0 7,992 7,992

          管理費計 0 0 0 0 0 0 2,991,225 0 2,991,225

        経常費用計 39,900,889 0 39,900,889 0 0 0 2,991,225 0 42,892,114

          評価損益等調整前当期経常増減額 1,754,017 0 1,754,017 0 0 0 △ 591,225 0 1,162,792

          投資有価証券評価損益等 0 0 0 0 0 0

          評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

          当期経常増減額 1,754,017 0 1,754,017 0 0 0 △ 591,225 0 1,162,792

   2. 経常外増減の部

     (1)経常外収益

　　　　　　投資有価証券売却益(他) 0 0 0 0

　　　　　貸倒引当金戻入益 0 0 0 0 0 0

　　　　　受取寄付金振替額 0 0 0

        経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

     (2)経常外費用

　　　　　貸倒損失 0 0 0 0 0 0

        経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

          当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

          税引前当期一般正味財産増減額 1,754,017 0 1,754,017 0 0 0 △ 591,225 0 1,162,792

          当期一般正味財産増減額 1,754,017 0 1,754,017 0 0 0 △ 591,225 0 1,162,792

          一般正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 12,446,075

          一般正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 13,608,867

Ⅱ  指定正味財産増減の部

　　　　　受取寄付金（指） 301,000 301,000 0 301,000

　　　　基本財産評価益

          基本財産評価益(寄付金) 15,157,100 15,157,100 0 15,157,100

　　　　　基本財産評価益(投資有価証券) 151,200,000 151,200,000 0 16,800,000 168,000,000

　　　　　基本財産売却益 3,533,867 3,533,867 0 3,533,867

        基本財産評価損

　　　　　基本財産評価損(寄付金) 0 0 0 0

　　　　　基本財産評価損(投資有価証券) 5,881,793 5,881,793 0 5,881,793

　　　　　基本財産売却損 1,139,019 1,139,019 0 1,139,019

　　　　　一般正味財産への振替額 751,043 751,043 0 751,043

          当期指定正味財産増減額 162,420,112 0 162,420,112 0 0 0 16,800,000 179,220,112

          指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 732,058,816

          指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 911,278,928

Ⅲ  正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 924,887,795

公益目的事業会計 収益事業等会計

正味財産増減計算書内訳書

令和 7年  4月  1日 から令和 8年  3月 31日 まで
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１.継続事業の前提に関する注記

継続事業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況はない。

　　　　①時価のあるもの

　　　　　平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定額法、平成19年4月1日以後に

　　　　　取得したものについては定額法によっている。

　　　　②建物付属設備

　　　　　成28年3月31日までに取得したものについては定率法によっている。

　　　　　したものについては定額法によっている。

　　　　④什器備品

          平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定率法、平成19年4月1日以後に

　　　　　取得したものについては定率法によっている。

　　　　　通常の賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理を適用している。

　該当なし。

科　目 前期末残高 当期末残高

基本財産

　預け金 512,258 512,258

  投資有価証券（基） 723,536,500 903,187,100

  定期預金 1,100,113 1,100,323

　普通預金 1,378 1,378

小　　計 725,150,249 904,801,059

特定資産

　記念碑 3,651,491 3,563,820

　国際交流基金積立資産 4,988,094 4,646,379

小　　計 8,639,585 8,210,199

合　　計 733,789,834 913,011,258

当期増加額 当期減少額

（５）消費税等の会計処理

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

　　　　　消費税等の会計処理は、税込方式を採用している。

３．会計方針の変更

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

261,544,415 81,893,815

210

301,000 730,386

261,845,625 82,624,201

87,671

261,544,625 81,893,815

301,000 642,715

法人名：公益財団法人加納美術振興財団

財務諸表に対する注記

２．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　　　満期保有目的の債券並びに子会社株式及び関連会社株式以外の有価証券

　　　　　期末日の市場価格等に基づく時価法によっている。

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　　棚卸資産の評価方法は、最終仕入原価法によっている。

（４）所有権移転外ファイナンス・リース取引

　　　　　平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定率法、平成19年4月1日から平

　　　　③構築物

　　　　　平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定率法、平成19年4月1日から平

　　　　　成28年3月31日までに取得したものについては定率法、平成28年4月1日以後に取得

（３）固定資産の減価償却の方法

　　　　①建物
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科　目 当期末残高
（うち負債に対

応する額）

基本財産

　預け金 512,258 512,258 ―

  投資有価証券（基） 903,187,100 ―

  定期預金 1,100,323 ―

　普通預金 1,378 0 ―

小　　計 904,801,059 0

特定資産

　記念碑 3,563,820 ―

  国際交流基金積立資産 4,646,379 ―

小　　計 8,210,199 ―

合　　計 913,011,258 0

科　目 取得価額

特定資産

　記念碑 4,383,590

小　　計 4,383,590

その他固定資産

  建物 5,471,381

  什器備品 7,024,242

  構築物 8,883,418

小　　計 21,379,041

合　　計 25,762,631

9. 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

内 容 金 額

経常収益への振替額

　使途の制約の解除による振替額 669,420

　減価償却費計上による振替額 81,623

　　　　　　　合　　計 751,043

10.重要な後発事象

　 該当なし。

11.金融商品の状況

　当法人は、公益目的事業の財源の相当部分を運用益によって賄うため、債券、株式、投資信託

により資産運用する。なお、デリバティブ取引は行わない方針である。

1.金融商品の内容及びリスク

　投資有価証券は、債券、株式、投資信託であり、発行体の信用リスク、市場価格の変動リスクに

さらされている。

2.金融商品のリスクに係る管理体制

　①資産運用規定に基づく取引

　　金融商品の取引は、当法人の資産運用規定に基づき行う。

　②信用リスクの管理

　　債券については、発行体の状況を定期的に把握し、理事会に報告する。

　③市場リスクの管理

　　株式については時価を定期的に把握し、理事会に報告する。

　　投資信託については、関連する市場の動向を把握し、運用状況を理事会に報告する。

3,258,639 1,474,282

3,305,772 258,048

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（うち指定正味
財産からの充当

額）

（うち一般正
味財産からの

充当額）

904,801,059 0

0

1,100,323 0

1,378

903,187,100

0

6,920,264 103,978

８．保証債務等の偶発債務

　 該当なし。

8,831,785 51,633

18,636,601 2,742,440

19,456,371 6,306,260

2,884,552 2,586,829

819,770 3,563,820

819,770 3,563,820

6,564,411 1,732,330

減価償却累計額 当期末残高

911,365,470 1,732,330

６．担保に供している資産

　 該当なし。

７．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。
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法人名：公益財団法人加納美術振興財団

（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　　　額

（流動資産）

現金 手許保管 運転資金として 211,846

預金 普通預金　山陰合同／広瀬支店 　　　〃 5,162,703

普通預金　島根県農協／広瀬支店 　　　〃 15,112

普通預金　島根県農協／広瀬支店 　　　〃 53,150

普通預金　ゆうちょ銀行 　　　〃 4,380

売掛金 PayPay 入館料 32,500

貯蔵品 手許保管 広告宣伝用図録等 5,499,212

預け金 大和証券㈱　岡山支店 投資有価証券取得の為の預け金 194,582

流動資産合計 11,173,485

（固定資産）

基本財産 預け金 大和証券㈱　岡山支店 投資有価証券取得の為の預け金 512,258

野村證券㈱　松江支店 　　　　　　〃 0

投資有価証券 ㈱ｳｴｽｺﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ　    1,000,000株 運用益を公益目的事業及び管理運営の財源としている。 831,000,000

㈱みずほﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ　   6,400株 運用益を公的目的事業の財源としている。 38,956,800

JFEﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱　　　　        13,000株 　　　　　　　　　〃 23,601,500

武田薬品工業㈱　　　　　　　   　1,700株 　　　　　　　　　〃 9,628,800

定期預金 島根県農協／広瀬支店　2口 運用益を公益目的事業の財源と 1,100,323

している。

普通預金 普通預金　島根県農協／広瀬支店 運用益を公益目的事業の財源 1,378

としている。

特定資産 記念碑 加納莞蕾とｴﾙﾋﾟﾃﾞｨｵ･ｷﾘﾉ大統領 美術館の備品として使用 3,305,772

　　　　　　　　　　平和友好記念碑 している。

　　　　〃 莞蕾･ｷﾘﾉ大統領友好の碑　寄付者芳名板 　　　〃 258,048

国際交流基金積立資産 普通預金　広島貯金事務センター 基金資金として 4,646,379

建物 美術館内装工事等 美術館として利用している。 2,586,829

什器備品 美術館陳列棚等 作品の陳列等に使用している。 103,978

構築物 案内看板等 美術館の駐車場、案内看板等 51,633

固定資産合計 915,753,698

　　資産合計 926,927,183

（流動負債）

未払金 3月分経費未払分 1,964,743

未払消費税等 確定消費税額 13,800

預り金　　　　　　 役員報酬、従業員給与他源泉税 60,845

流動負債合計 2,039,388

　　負債合計 2,039,388

　　正味財産 924,887,795

財　産　目　録

令和8年 3月31日 現在
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